●　流入河川の変遷
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■　諏訪湖をとりまく河川の改修
諏訪湖へは、一級河川１５、準用河川５、その他普通河川１１の計３１河川が流入しています。

昭和４２年に始まる治水計画により、諏訪湖では平成４年までに新釜口水門、及び湖岸堤がほぼ完成し、その貯水能力は飛躍的に向上しました。その間、昭和４８年には天竜川水系工事実施基本計画が策定され、諏訪湖から天竜川河口までが水系一貫思想にのっとり、統一された計画のもと工事を進めることとなりました。また、昭和５７年、５８年の諏訪湖流入河川の台風による被災により、それらについても新たな改修計画が立てられ、現在多くはその工事を完了しています。こうして諏訪湖、あるいはその流入河川を含め、天竜川水系全体が災害に強い河川として生まれ変わることになりました。（Ａ）

※文末のアルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は章末に列記してあります。

【代表的な河川】
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● 上川

上川は、諏訪湖流入河川の中で最大の河川です。本格的な治水工事は、時局匡救農村振興整備事業として昭和７年～１０年の県営工事により行われました。その他にも災害復旧工事、農村応急工事、改良工事としても改修が行われてきました。

（Ａ）、（B）

● 宮川
宮川は、諏訪湖流入河川の中では上川に次いで大きい河川

です。上流部においてはほとんど屈曲もなく谷を直流しています

が、平野部に入ると川幅は狭く、屈曲が激しかったため洪水時

には必ず氾濫を伴いました。昭和５８年の台風１０号では、平野

部一帯を浸水させ、流域の大部分で溢水しました。こうした状況

から平野部の流路の拡幅工事が計画され、河口付近で旧半ノ木

川に一部河道を変更し、昭和５８年度から６２年度にかけて災害復旧助成事業として改修されました。（Ａ）、（B）

● 砥川
砥川は、諏訪湖流入河川の中で最も勾配が急であり、出水時には山腹の崩壊、河床の洗掘が発生し、また、下流の沖積地層においては天井川を形成しており、洪水時における被害は深刻です。
砥川の本格的な治水工事は、昭和７年～８年に県営工事が行われており、東山田より河口までの約２．６ｋｍで堅固な堤防が築造されました。
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